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エビゾー 

小金下野牧捕
こがねしものまきとっ

込
こめ

跡
あと

 （船橋市咲が丘１丁目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

江戸時代の牧場の馬を追い

込む施設があったよ 

 江戸
え ど

時代
じ だ い

、下総
しもうさ

の国（千葉県北西部主体）の広い台地上には、江戸幕府
ば く ふ

が

軍事用の馬を確保するために作った直轄
ちょっかつ

の馬の放牧場
ほうぼくじょう

（馬
うま

牧
まき

）があり、西

は小金
こ が ね

牧
まき

、東は佐倉
さ く ら

牧
まき

と呼ばれました。小金牧は五
ご

牧
まき

あり、そのうちの一つ

が下野
し も の

牧
まき

であり、船橋市域中央の二
ふた

和
わ

・三咲
み さ き

から薬
やく

円
えん

台
だい

にかけての台地上に

広がっていました。広大な牧は人工的
じんこうてき

に築
きず

いた土手
ど て

と谷などの自然
し ぜ ん

地形
ち け い

によ

って囲まれ、馬は放し飼
は な  が

いにされていました。牧ではほぼ年に１回、野
の

馬
ま

を

捕獲
ほ か く

する野
の

馬
ま

捕
ど

りが行われました。捕
とっ

込
こめ

は野馬を追い込んで捕獲・分別
ぶんべつ

する

ための施設
し せ つ

で、土手によって大小二つに区画されています。捕込では馬の

雌雄
し ゆ う

や年齢などを確認して分別し、将軍家へ献上
けんじょう

する馬とそれ以外に仕分

けされました。下野牧捕
しものまきとっ

込
こめ

はこの公園の西側にありましたが、現在は殆
ほとん

ど

消
しょう

滅
めつ

して、畑の中に土手の一部がわずかに残っています。 

 大込
おおこめ

は野馬を効率よく捕込へ追い込むために、捕込の手前に設けられた広

い施設です。現在も公園の西側に大込の土手の一部が残っています。 

平成 28年３月 船橋市教育委員会  

 

下野牧野馬執（しものまきのまとり）の図 『成田名所図会』より 

捕込（とっこめ）の中で野馬をつかまえている様子を描く 

明治 36年大日本帝国陸地測量部作成 二万分之一地図に描かれた野馬土手 

下野牧込之図（しものまきこめのず）『成田
な り た

名所
めいしょ

図会
ず え

』より 

めがね形の捕込（とっこめ）へ野馬を追い込んで選別します 


